


 平成24年度 総額 5兆1,521億円

（うち補正予算案 1兆0,191億円）

 平成25年度 当初予算案 3兆5,752億円
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総合科学技術会議が
科学技術重要施策アクションプランを提示し、
各省の施策を誘導

今回の予算案において、この取組みが反映
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例）
 iPS細胞を使った再生医療・創薬

 各省が連携し、基礎研究から臨床研究、実用化へ切れ目なく一体推進。ま

た、安全性評価等に関する評価基準やガイドラインも順次整備

（文部科学省、経済産業省、厚生労働省）

 希少元素の代替材料創製/循環技術
 各省が連携し、希少元素をできる限り使わない高機能な材料の創製や都市
鉱山からの回収・再生のため、基礎から実用化までを一気通貫で研究開発

（文部科学省、経済産業省、環境省）
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４

課題解決に向けて

より実効ある連携を主導！

関連するシステム改革も総動員して推進！

ただし、様々な課題も！


